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令和７年４月30日 

各  位 

会 社 名 株式会社コーエーテクモホールディングス 

代表者名 代表取締役社長     襟 川 陽 一 

（コード番号 3635 東証プライム） 

問合せ先 取締役専務執行役員CFO   浅  野  健 二 郎 

（TEL 045-562-8111） 

 

 

業績予想と実績の差異及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 

令和６年４月30日に公表しました令和７年３月期の連結業績予想と実績に差異が生じました

ので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、当社は令和７年４月30日開催の取締役会において、令和７年３月期末の配当予想につき

まして、下記のとおり修正することを決議しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．令和７年３月期連結業績予想と実績の差異（令和６年４月１日～令和７年３月31日） 

（１）連結業績予想と実績との差異 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 90,000 30,000 40,000 30,000 95円04銭 

実績（Ｂ） 83,150 32,119 49,988 37,628 119円14銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △6,850 2,119 9,988 7,628 － 

増減率（％） △7.6 7.1 25.0 25.4 － 
(ご参考)前期実績 

(令和６年３月期) 84,584 28,494 45,741 33,792 107円06銭 

 

（２）差異が生じた理由 

売上高において、パッケージゲームでは９タイトルを発売し、オンライン・モバイルゲー

ムでは既存の自社運営・許諾タイトルが中心となりました。自社パブリッシングの新作タイ

トルが増加し、バックカタログ等のダウンロード販売が伸長しました。加えて、運営タイト

ルのコスト削減を進めたこと等により、前年度を上回る営業利益を達成しました。また、金

融市場を注視しながら機動的な運用を行ったことで、営業外収支、経常利益、親会社株主に

帰属する当期純利益は過去最高となりました。 
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２．令和７年３月期配当予想の修正 

（１）修正の内容 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 

（令和６年４月30日発表） 

円 銭 

- 

円 銭 

- 

円 銭 

- 

円 銭 

48.00 

円 銭 

48.00 

今 回 修 正 予 想 - - - 60.00 60.00 

当 期 実 績 - 0.00 -   

前 期 実 績 

（令和６年３月期） 
- 0.00 - 54.00 54.00 

 

（２）修正の理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営上の最重要政策の一つとして位置づけており

ます。利益還元の基本方針としては、「配当金に自社株買付けを加えた連結年間総配分性向

50％、あるいは１株当たり年間配当50円」としております。 

令和７年３月期末の配当予想につきましては、令和６年４月30日に１株当たり48円と公表

しておりましたが、最近の業績動向を踏まえ、１株当たりの期末配当を60円に修正いたしま

す。 

 

 

以 上 


